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1．はじめに 

ネットワーク上にある講義ビデオは，有効な

学習コンテンツの一つである．一方で，携帯端

末向けのネットワークにおいては，講義ビデオ

の視聴によるネットワークへの負荷が危惧され

る． 

そこで，本研究では，スライドと口頭説明の

ための音声から構成される講義ビデオを対象と

して，音声合成技術を用いることで携帯端末へ

配信する際の講義ビデオのデータサイズを削減

する手法を提案する． 

 

2．視聴時音声合成型講義ビデオの提案 

 講義ビデオの収録方法は，一般に，以下の 3

種類に大別できる．1 つ目は，板書，スクリー

ン，教授者などの映像と教授者による口頭説明

の音声を含め講義の様子をそのまま収録したも

の(図 1 左側)．2 つ目は，Microsoft の Power 

Point などによるスライドとその提示のタイミ

ングと同期した口頭説明の音声を収録したもの

(図 1 右側)．3 つ目は，1 つ目と 2 つ目を組み合

わせたものであり，例えば，1 つ目の教授者が

口頭説明をする映像，スライド，音声を収録す

るものである． 

 本研究では，2 つ目の方法により収録された

講義ビデオを対象とする．この種の講義ビデオ

は，一般にはスライドの情報を保持する画像デ

ータと口頭説明の情報を保持する音声データ，

およびそれらを同期して提示するための情報か

ら構成される．視聴時には，これらのデータを

配信サーバからダウンロードする(図 2 上部)． 

 

 
図 1 講義ビデオの種類 

 

 

 

これに対して本研究では，口頭説明の情報を

文字情報(テキストデータ)として配信サーバに

保持しておき，視聴時に端末上でテキストデー

タを基に音声合成をすることを提案する(図 3

下部)．これにより，講義ビデオのデータサイ

ズを削減し，ネットワークへの負荷を軽減する

ことが期待できる． 

以降では，図 2 上部のように口頭説明の情報

を音声データとして保持するビデオを従来方式，

図 2 下部の本研究で提案する視聴時音声合成型

講義ビデオを提案方式とよぶ． 

 

 
図 2 従来方式と提案方式の比較 

 

3．提案方式によるデータサイズ削減効果
の確認 

 提案方式により，講義ビデオのデータサイズ

を削減できることを実験的に評価した．評価に

用いた教材は,帝京大学理工学部情報電子工学

科 1 年次の「プログラミング 2」において，反

転授業のために作成した 約 13 分間の講義ビデ

オである． 

本方式がサイズ削減の対象とするのは，音声

データである．音声データのサイズは，ビット

レートにより大きく変動する．実験に用いた講

義ビデオの音声データのビットレートを 8kbps，

16kbps，56kbps の 3 種類のものを聴き比べたと

ころ，8kbps では音質の劣化がみられ，16kbps，

56kbps では音質に特段の差はなかった．そこで，

本実験では，ビットレート 8kbps と 16kbps の音

声データを用いることにした．なお，スライド

の画像は，解像度 960×720 の JPEG 形式のもの

である． 
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評価の結果，本方式により，8kbps, 16kbps

の音声からなる講義ビデオの総サイズの，それ

ぞれ 14%，24%を削減できることがわかった

（図 3, 4）． 

 
図 3 音声が 16kbps の場合の比較 

 
図 4 音声が 8kbps の場合の比較 

 

4．提案方式のためのシステムの構築例 

提案方式のビデオ作成から視聴までの全体像

を以下の図 5 に示す．教授者が Microsoft 

Power Point 等のプレゼンソフトで作成したス

ライドとノート部分に記述されたテキストを変

換し，複数のスライド画像とテキストデータで

構成されたビデオコンテンツデータを作成する．

作成したものは，サーバにアップロードされ，

学習者が端末にダウンロードすることで視聴す

ることができる。本研究では，Android OS を対

象 と し て 提 案 方 式 の 視 聴 環 境 を Android 

Studio[1]を用いて作成した． 

 
図 5 ビデオ作成から視聴までの全体像 

 

5．考察 

 提案方式では，音声合成の導入による学習へ

の影響が考えられる．音声合成では，抑揚をつ

けることが教授者の発声行為に比べて難しいた

め学習者は，例えば，学習のポイントを捉え難

い状況が考えられる．また，言語教育などにお

ける発音が学習の対象になる場合は，音声合成

の質に注意する必要がある． 

 一方で，音声合成を導入することにより講義

ビデオの作成コストを軽減できる場合がある．

教授者の言い間違えや雑音などによる再収録お

よび編集作業を回避できるためである． 

 提案方式では，視聴時に音声合成技術を導入

しているのに対し，ビデオ作成時に同技術を導

入している類似のシステムが既にある[2，3]．

ビデオ作成時に Microsoft Power Point のノート

部分のテキストからスライドと同期する音声を

合成するものである．以下では，これらの類似

システムとの比較をする． 

 提案方式の長所は，ネットワークへの負荷が

軽い点である．類似システムでは，口頭説明の

情報を配信サーバから音声データとして端末に

ダウンロードするのに対し，提案方式ではテキ

ストデータであるためである． 

 短所は，端末に視聴環境を整備する必要があ

る点である．類似システムでは，MPEG-4 や

Windows Media Video などの標準的な形式で配

信できる． 

 

6．おわりに 

本稿では，コンテンツのデータサイズを削減

するために視聴時音声合成型の講義ビデオを提

案した．また，大学の教育現場で実際に用いら

れているビデオを用いて，提案方式によりデー

タサイズを削減できることを確認した． 
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